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（3） 二輪車

消音器の取外し、切断、芯抜き等の改造をします
と、騒音公害の原因となります。また、触媒装置
（有害な排出ガスを減少させる装置）を取り外し
ますと、大気汚染の原因となります。

消音機、触媒装置
● 消音器の取外し
● 消音器本体の切断
● 触媒装置の取外し
● 騒音低減機構を容易に除去できるもの（平成
　22年４月以降に製作された自動車に限る）
● 騒音規制値に適合しないもの

他の交通に誤認を与え危険です。

方向指示器
● 点滅回数が毎分60回以上
　120回以下以外のもの
● 橙色以外の色
● 照明部の面積が7cm2以下のもの

鋭い突起は、歩行者等に危害を及ぼし
危険です。
番号灯の灯火の色が適切でない場合、
他の交通に誤認を与え危険です。

ナンバー取付ステー
● 鋭い突起状
● 後面の見やすい位置にないもの
番号灯
● 白色以外の色

確実な操作ができず、危険です。

かじ取りハンドル
● 変形ハンドル（容易かつ確実に操作できないもの）
● かじ取り時に自動車の他の部分に接触するもの

安全な乗車を確保できず、危険です。

座席（シート）、握り手
● 安全な乗車を確保できない構造のもの
●後部座席に握り手（グラブバーまたはバンド）
　及び足かけ（ステップ）を有さないもの

自動車重量が増加することから制動距離に影
響する等、安全性を著しく低下させるおそれ
があります。

燃料タンクの増設等
● 新規検査受検後に燃料タンクの増設
● 容量が大幅に異なる燃料タンクへの変更等
（構造等変更検査の手続きが必要となります）

他の交通への安全の妨げや、安全な運転を確
保できず、危険です。

速度抑制装置（スピードリミッター）
● 装置の取外し、解除又は不正な改造、変更等

運転視野の確保がとれなくなり、危険です。

直前直左の周辺状況を確認するための鏡、
又はカメラ及び画像表示装置
● 鏡又はカメラ等の取外し

4. 不正改造事例


